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開設の目的・概要　等

高齢化社会が進む現代社会において、認知症は人々のQOLを低下させる危険因子である。認知症と診断される前の段階を示すバイオマーカーが無く、認知症が重症化した状態で来院することが多い

のが現状である。近年、唾液中のマイクロバイオームが様々な病態と相関することが報告されており、本研究開発では、唾液を用いて認知症の進行度を判定する技術開発を行い、社会実装に向けた基

盤を構築する。


